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佐賀大学医学部附属病院佐賀大学医学部附属病院

九州国際重粒子線九州国際重粒子線佐賀県立病院好生館佐賀県立病院好生館 九州国際重粒子線九州国際重粒子線
がん治療センターがん治療センター

（建設現場（建設現場））

佐賀県 病院好 館佐賀県 病院好 館

佐大病院と県立病院の社会福祉士の配置状況

年度
佐賀大学医学部附属病院 佐賀県立病院好生館

社会福祉士配置数
（人）

がん相談件数
／全相談件数

社会福祉士配置数
（人）

がん相談件数
／全相談件数

2 全相談の4割程度
正職員化

18 2
（正1、非常勤1）

全相談の4割程度

／2,916件 0

19 2
（正1、非常勤1）

全相談の4割程度

／3,279件
1

（非常勤社福士1）
432／2,174

20 3
（正1、非常勤2）

全相談の4割程度

／7,064件
1.5

（非常勤社福士1.5）
808／3,149

21 4
（正1 非常勤3）

全相談の4割程度

／5 217件
3

非常勤社福士2、 1,106／4,843
（正1、非常勤3） ／5,217件

非常勤MSW1

22 4
（係長1、非常勤3）

全相談の4割程度

／7,064件

3
正（係長）1、

非常勤社福士1、
非常勤MSW1

1,992／7,419

23 4
（係長1、非常勤3）

3
係長1、

非常勤社福士2

正職員化
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県立病院相談支援センターへの
正職員社会福祉士の配置の効果

無形効果無形効果

社会福祉士が正職員雇用となったことにより、院内の主要な会議や
委員会の委員となることが可能となった。

 院内組織体制の熟知で、相談時の的確な提案が見込め、質
の向上につながる。

社会福祉士が正職員雇用となったことにより、相談係で『好生館
だより』の事務局を運営することが可能となった。

 「相談者の目にとまる配布先リサーチ」を行ったうえで、配布先
の抽出ができる。

 全国がん拠点病院への送付も開始。

有形効果有形効果

県立病院相談支援センターへの

正職員社会福祉士の配置の効果 （つづき）

医療費支払困難の相談者に、制度適用や支払の方法を提案し、
支払の工夫をしてもらうことで、未収防止につながっている。

症例検討会等の定期開催で、拠点病院以外の医療機関、行政、
介護福祉関係事業所からのがん相談が増加した。
その結果、転退院支援での連携がスムーズに運ぶようになった。
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県立病院相談支援センター発信
地域連携ネットワーク構築の取り組み

19年度  地域の研修会への参加

～相談支援センターを知り、利用してもらうためのPR活動の実施～

20年度  ポスター、チラシを作成し、県内医療機関に配布

 STS（サガテレビ）に社会福祉士が出演し、「がんになったら手にとるガイド」PR

 相談支援センター企画運営の緩和ケア症例検討会の開催

21年度  ポスター、チラシを作成し、県内医療機関、行政、圏域公民館に配布

 相談支援センター企画運営の緩和ケア症例検討会の開催

 相談支援センター社会福祉士への講師依頼4件

22年度  ポスター、チラシを作成し、県内医療機関、行政、圏域公民館に配布

相談支援センタ 企画により国立がん研究センタ 東病院 小川朝生先生の 相談支援センター企画により国立がん研究センター東病院 小川朝生先生の
医療福祉専門職対象がん講演会開催

 相談支援センター企画運営の緩和ケア症例検討会の開催（1回/月程度）

 相談支援センター企画運営の化学療法患者会の開催（1回/2月）

 相談支援センター企画運営の訪問診療・訪問看護・居宅介護支援事業所連絡
会の開催（1回/半年）

顔の見える関係づくりの構築

 相談支援センター社会福祉士への講師・シンポジスト依頼7件

23年度  ポスター、チラシを作成し、県内医療機関、行政、圏域公民館に配布

県立病院相談支援センター発信

地域連携ネットワーク構築の取り組み （つづき）

～相談支援センターを知り、利用してもらうためのPR活動の実施～

実施と計画  相談支援センターが事務局となり、『好生館だより』を作成。全国拠点病院へ送
付先を拡大（7月の第11号から）

 相談支援センター企画運営の緩和ケア症例検討会の開催（1回/2月程度）

 相談支援センター企画運営の化学療法患者会の開催（1回/2月）

 相談支援センター企画運営の訪問診療・訪問看護・居宅介護支援事業所連絡
会の開催（1回/半年）

顔の見える関係づくりの構築

 相談支援センター運営の情報提供コーナーの拡大設置（8月）

 相談支援センター企画により拠点病院共催の県民公開講座開催（12月3日）

 相談支援センター社会福祉士への講師・シンポジスト・コーディネータ依頼12
件

 STS（サガテレビ）出演、佐賀新聞・西日本新聞掲載

 日本癌治療学会示設発表エントリー「相談支援センターが地域に根付くプロセ
ス②」
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県立病院における相談の状況
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県立病院における相談の状況 （つづき）
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県立病院における相談の状況 （つづき）

［部位別がん相談］
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チームリーダー
（がん対策総括監） Ⅰ がん予防普及啓発

チーム

• 各種媒体等を利用したがん
予防の普及啓発活動

• 庁内連携

◎健康増進課
○企画経営G、母子保健福祉課、
就労支援室、医務課、
地域医療体制整備室、

がん対策推進プロジェクトチームの構成

チーム総括
（副本部長（医師））

Ⅱ がん検診受診率
向上チーム

Ⅲ 肝がん等がん治療
推進チーム

• 検診率向上のための各種
施策の実施

• 肝炎ウイルス検査、治療費
助成事業の推進

• 拠点病院を中心としたネット
構築

＝
地域医療体制整備室、
国民健康保険課、薬務課、
粒子線治療普及G

◎健康増進課
○国民健康保険課

◎健康増進課
○医務課、地域医療体制整備室、
薬務課、粒子線治療普及Ｇ

チーム総括
（副本部長（事務））

Ⅳ 重粒子線がん治療
推進チーム

ワークの構築
• 緩和ケア医療（在宅）の推進
• がん医療従事者の育成確保

• 粒子線がん治療の推進

薬務課、粒 線治療普

◎粒子線治療普及Ｇ
○企画経営Ｇ
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佐賀大学病院

県立病院好生館

Internet

ゲートウェイ
サーバー

地域がん登録室

佐賀県地域がん登録連携システム構想

Internet

県立病院好生館

嬉野医療センター

ゲートウェイ
サーバー

ＩＤ－ＬＩＮＫ(ピカピカリンク)を利用

①患者情報を電子カルテを使用して
いる医療機関がゲートウェイという

サーバーに分割して持ち、カレンダー
機能を用いて表示する。

②院内がん登録の登録情報を、ＩＤ
－ＬＩＮＫを経由して、地域がん登録
に集約する

病院

病院

サ バ
ゲートウェイ
サーバー

唐津赤十字病院

③電子カルテ病院は自動登録、それ
以外の病院はデータ手入力

病院

病院

現在、院内がん登録データ入力を円滑にするためのシステム運用を開発中

ゲートウェイ
サーバー

ＩＤ－ＬＩＮＫ(ピカピカリ
ンク)とは

カルテの閲覧を県全体
の医療機関で共有でき
るシステムです。

佐賀県のがん検診受診勧奨メッセージソング
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